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皆さん、こんにちは。もう花粉症の季節ですね。今年は少ないそうですが、私は何故か苦しい

です・・。さて今月もご笑読頂けると嬉しいです。 
 

 

 
 
【今月の発見】 

 
重計に乗せる！ 体

 
「今の若い奴らはいくら言っても分からない、ちょっと怒れば逆ギレされる、本当にどうして

良いのか分からないよ」こうした悩みをお抱えの経営者は本当にたくさんいらっしゃいます。そ

こで、今回は逆ギレされることなく、スムーズにモチベーションアップを実現する方法を発見し

ましたので、ご紹介します。 
 
この方法のポイントを一言で言うと、 
 

「体重計を用意し、それに乗ってもらう」 
です。 

 
 一体どういうことか？その前にちょっとだけ、ある奥さんのお話を聞いてください。 
 
私の夫はデブです。でもちっとも痩せようとしないのです。いくら私が「お肉は控えてね」と

か「飲み会の後にラーメンは食べないでね」と逐一注意しても、「仕事の付き合いだから仕方が無

いだろう」と開き直られてしまうので、何も言えなくなってしまいます。 
そんなある時、夫が自分から「ダイエットをする」と言い始めたのです。そのキッカケは体重

計です。先週末に家のお風呂が壊れたので、銭湯に出かけた時、脱衣所に置いてあった体重計に

何気に乗ったそうです。そしたら体重が自分の予想以上に重かったので、大きくショックを受け

たとのこと。私のこれまでの努力は何だったんだろう、と思いました。 
 
いかがでしょう。この夫が「スタッフ」、そして奥さんが「経営者」。そして体重計が「営業成

績表」と置き換えるとピンと来るはずです。そう口で言うより目に見える形ではっきり見せるだ

けの方がはるかに効果は高いのです。何故なら「営業成績表」相手に逆ギレはできませんし、誰

かに当たることもできないからです。そうなるとスタッフは自分自身を反省をするしかなくなる、

というわけです。怒る手間の省けますし、正に一石二鳥です。是非、お試しくださいね。 
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